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介介護護ササーービビスス見見込込みみ量量推推計計及及びび保保険険料料算算定定のの流流れれ  

  

  ＝＝平平成成２２３３年年度度第第２２回回高高齢齢者者福福祉祉計計画画及及びび介介護護保保険険事事業業計計画画推推進進協協議議会会資資料料＝＝  

平成２３年７月１４日 

健康福祉部 長寿支援課・介護保険課 

 

資料３ 



2 

社会保障審議会介護保険部会（第 31 回）資料より 
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社会保障審議会介護保険部会（第 31 回）資料より 
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久留米市第４期介護保険料段階表 
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介護保険の総費用と保険料の動向 

 

 

 

 

６５歳以上が支払う保険料 

 第１期 

（平成１２～１４年度） 

第２期 

（平成１５～１７年度） 

第３期 

（平成１８～２０年度） 

第４期 

（平成２１～２３年度） 

全国平均（加重平均）

基準月額 
２，９１１円 ３，２９３円 ４，０９０円 ４，１６０円 

福岡県平均（加重平均）

基準月額 
３，０５０円 ３，７２５円 ４，５８４円 ４，４６７円 

久留米市基準月額 ３，０８６円 ３，８９４円 ４，７２４円 ４，７２０円 

（全国） 

第４期保険料基準月額の福岡県内順位…４位（２８保険者中） 

全国の６５歳以上被保険者数の推移（６５歳以上の被保険者数は、１０年で約７３０万人（３４％）増加 

 
平成１２年４月末…２，１６５万人 平成２２年４月末…２，８９５万人

１０年で４．３兆円

（１１９％）増加 
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介護保険料算定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①介護保険事業に要する費用の額の見込み（第 5 期の 3年間） 

②上記見込みのうち、第 1号被保険者の保険料により収納することが必要な費用の額

を算定（給付見込み額の 20％） 

④保険料の基準額の算定 

⑤所得段階別の保険料の算定 

③保険料の段階階層数や各段階の基準額に対する割合を決定 
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介護サービス給付見込み量推計と保険料算定流れ 【イメージ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

※給付実績情報などにより把握を行う。 

各市町村の実態に即した介護サー

ビスの給付状況の分析 

利用率 

要介護者数 

要介護度別のサービス状況 

給付実績等の傾向を勘案する。

 

勘

案 

④単に給付実績ではなく、政策の方向性を示す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

介護サービス利用意向調査 

施設入所待機者調査 

事業者参入意向調査 

②国が定める「基本指針」を踏まえて策定 

※ 被保険者の意見反

映にも留意（高齢

者実態調査等）。 

③「介護サービスの将来像」を念頭に置いた

政策的な方向性 

施設整備方針の決定 

改正介護保険法で創設された新サービス等

の影響を反映 

施設、居住系の施設整備を行った場合、一人当たりの給付額

は在宅サービスよりも施設、居住系サービスの方が一般的に

大きくなることから、保険料の増加要因となる。 

〈参考〉１人当たり給付額 

（H23.4月審査分福岡県平均）

在宅サービス…１２３．６千円

施設サービス…３０４．９千円
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⑤介護サービス給付見込み量の将来推計（素案） 

⑥介護保険事業に必要な給付費の総額（3 ヵ年分）を基に、介護保険料の段階設定を考慮し

たうえで基準額を算定。 


